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第１号議案 

 

広島県コンクリート診断士会 

令和元年度事業報告 

 

【事業方針】 継続 

広島県コンクリート診断士会は、設立趣旨に基づき、診断士の技術力、社会的評

価・地位の向上を通じ、社会の発展や安全に寄与するための活動を実施するものとす

る。 

 

【事業報告】 

(1)コンクリートの調査・診断・補修技術に関する情報の収集と会員への提供 

技術情報の入手・蓄積（定例会関係資料、中建日報掲載記事等）を行い、会ホーム

ページ（HP)に掲載しました。 

 

(2) 会員間の親睦、技術交流による技術の研鑽 

 

総会 

 開催日 内容 

第 9 回 R1.6.12 

総会議事：①H30 年度事業報告、②R1 年度事業計画ほか 

記念講演：「地上及び地下コンクリート構造物の劣化から構造物の長寿命化を考える」 

講師：米倉 亜州夫（（広島大学名誉教授）） 

 

 

定例会 

 開催日 開催テーマ 講師 

第 38回 H31.4.17 「戦争を経験した橋」 
鈴木 智郎  

(広島県コンクリート診断士会 副会長) 

第 39回 R1.8.22 

「 鉄筋防食によるコンクリート構造物の長寿命化」 

 

「 総合検査会社 中外テクノスのご紹介 」 

竹田 宣典 （広島県コンクリート診断士会顧

問 、 広島工業大学教授） 

 

奥井 憲昭 （中外テクノス株式会社 工業エンジ

ニアリング事業本部技術部 技術２課 課長） 

第 40回 R1.9.26 中国自動車道「烏帽子第二橋床版取替工事」現場見学会 
 

 



第 41回 R1.12.11 

「コンクリート標準示方書維持管理編について」 

 

「鋼構造物における PCB 、鉛対策について」 

河合 研至 (広島大学大学院工学研究科 教

授) 

 

石川 雅也 (大塚刷毛製造株式会社営業本

部 マーケティング二部 副部長 ) 

第 42回 R2.2.12 

旧呉鎮守府地下壕について 

 

 

 

賛助会員の企業紹介「アオイ化学 工業株式会社」 

 

賛助会員の企業紹介「ポゾリスソリューションズ株式会社」 

光井 周平(広島工業大学 環境学部 建築デ

ザイン学科) 

上寺 哲也(独立行政法人国立高等専門学校

機構呉工業高等専門学校 機械工学分野准

教授) 

 

 

川口 慶一郎(技術開発部技術開発課) 

 

 

福家 厚仁(建材事業部／西日本営業部) 

 

 

現地研修会 

現場見学会 R1.9.26 中国自動車道「烏帽子第二橋床版取替工事」現場見学会 

 

 

(3) コンクリート調査・診断・補修業務の支援 

講師派遣 

1)（一社）広島県測量設計業協会の要請により、 

「コンクリート診断士受験対策講習会」（H31.4）に講師を派遣しました。 

2)広島市の要請により 

「令和元年度土木専門研修」（R1.6）に講師を派遣しました。 

 

(4) 緊急時のコンクリート調査・診断・補修の公共支援 

該当する活動はありませんでした。 

なお、会員加入者は、設立時正会員 58名、賛助会員 17社に対し、R2年 3月末現在 

正会員 86名、賛助会員 24社となりました。 

 

(5)診断士の社会的評価・地位向上に関する活動 

国土交通省中国地方整備局と中国５県診断士会との初めての意見交換会

(R2.2.18)を実施した。会議では，各県診断士会の紹介・活動報告，中国地整

からの情報提供および診断士会からの要望事項に関する質疑応答等がなされ

た。来年度から意見交換会を定期的に行うことになった。 

  

  



 

第２号議案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

収支決算書の掲載 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

監査結果報告書の掲載 



第３号議案 

広島県コンクリート診断士会 

令和２年度事業計画 

 

【事業方針】継続 

広島県コンクリート診断士会は、設立趣旨に基づき、診断士の技術力、社会的評

価・地位の向上を通じ、社会の発展や安全に寄与するための活動を実施するものとす

る。 

【事業計画】 

(1) コンクリートの調査・診断・補修技術に関する情報の収集と会員への提供 

技術情報の体系立てた入手・蓄積を行い、これを会員に提供します。 

新着技術情報は順次、会ホームページ（HP)に掲載します。 

また、技術情報原本は事務局で管理し、会員の利用に供します。 

(2) 会員間の親睦、技術交流による技術の研鑽 

研修会を通じ、技術研鑽と後進の指導・援助を行います。 

研修会として、隔月原則第 2水曜日に定例会を開催します。 

会員の要望を入れた現場研修会を計画します。 

定例会、現場研修会予定は、会 HPに順次掲載し、会員に周知します。 

定例会、現場研修会は、会員の CPD取得のための番号登録を行います。 

(3) コンクリート調査・診断・補修業務の支援 

公正・中立の立場からコンクリート施設管理者を支援します。 

コンクリート診断要請に対しては、役員会で対応方針を示します。 

支援要請の際は必要に応じ、最適なコンクリート診断員、賛助会員を紹介します 

各種団体からの研修会へは、要請により講師を派遣いたします。 

広島平和モニュメントのボランティア維持管理活動を継続します。 

（4） 緊急時のコンクリート調査・診断・補修の公共支援 

コンクリート構造物の緊急を要する事態には、調査診断チームを組織するなど、

公共に寄与する支援活動を行います。 

緊急時に対応した会員連絡網を整備し、要請に対応できる体制準備を行います。 

(5)コンクリート診断士の社会的評価・地位向上に関する活動 

 コンクリート診断士の社会的評価や地位向上を図るため各発注機関に対し診断士

会の活動に関する広報活動を行う。中国地整との意見交換会を継続して行う。 

 

以上 

  



第４号議案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

予算書の掲載 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


